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1. はじめに 

近年、薬剤に耐性を持つ細菌（多剤耐性菌）

による感染症が問題になっている。中でも環境

常在菌である緑膿菌（Pseudomonas aeruginosa）

は耐性化しやすく、免疫力が低下した人に対し

て病原性を示す日和見病原体であり、緑膿菌に

よる院内感染症が非常に問題視されている。多

剤耐性緑膿菌に対しては、各種抗菌薬が無効な

場合が多く、さらにバイオフィルム形成により

消毒剤に対しても抵抗性を示すため、感染症対

策は非常に困難になる。そこで非平衡大気圧プ

ラズマによる殺菌が期待されている。 

本研究では、プラズマ中に含まれる電気的に

中性な活性種（ラジカル）を選択的に照射でき

る非平衡大気圧ラジカル源[1]を用い、緑膿菌に

対する酸素ラジカルの直接照射と間接照射に

よる殺菌効果を検証した。 

2. 実験方法 

ラジカル照射には Tough Plasma(富士機械製

造製)を用いた。照射条件については、O(3Pj)

の原子密度が最大となるように、混合ガス流量

比O2/(Ar+O2)を 0.6 %、総流量を 5 slmとした。

[1] 直接照射では照射距離を 10 mmとして、φ

35 mmのシャーレに滅菌水(DDW) 3.0 ml中に

あらかじめ緑膿菌を懸濁した液に照射した。間

接照射では、DDW 3.0 mlに酸素ラジカルを照

射し、その中から 300 µl を抽出した液に、菌

液を 300 µlを滴下し、間接的に DDW中のラジ

カルを作用させた。この間接照射サンプルを任

意の時間振とうした。各々の処理後に、サンプ

ルを固形培地に塗布し、37℃で 24 h培養した。

培養後、コロニーカウント法により殺菌効果を

評価した。 

3. 実験結果と考察 

 図 1 に間接照射サンプルの振とう時間に対

する緑膿菌の生菌数を示す。5分間酸素ラジカ

ルを照射した DDW による間接照射サンプル

は振とう培養 6 時間で、10 分間酸素ラジカル

を照射した間接照射サンプルは 1 時間振とう

することで滅菌基準に達した。これらの結果よ

り、長寿命活性種が長時間作用することにより

緑膿菌は滅菌されることが分かった。またその

殺菌速度は長寿命活性種濃度とは非線形的で

ある可能性が示唆された。 

 

Fig. 1 Number of survived cells by indirect irradiation 
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